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（表中の杭体設計曲げモーメントは、「既製コンクリート杭 －基礎構造設計マニュアル－ 建築編」
（社）コンクリートパイル建設技術協会、2009年 より抜粋）

パイルスタッド工法における杭1本当たりのパイルスタッド本数は、「6本以上、
PC鋼材本数以下」を原則とします。

端板上の溶接可能なスペースの制約等により、杭径・杭種ごとの適用可能な最大
鉄筋径および最大配置本数は、パイルメーカーごとに異なります。
詳細は、裏表紙に記載の最寄部署までお問い合わせください。

☎054（204）2050

大阪兵庫営業部
京滋営業部

☎06（6339）9001
☎06（6339）9001

026（217）2445
特販営業部 ☎03（5637）7196

山口営業部 ☎083（902）1452
☎086（273）5672



図2.

図1.　既製コンクリート杭と基礎スラブの接合技術として、
従来より鉄筋かごを杭中空部に配筋した後、中詰めコンク
リートを打設する方法が多く用いられていますが、接合部
の耐力および施工における作業性などで改善が必要と
考えられています。
　そこで杭体の性能を最大限に生かした設計・施工が
可能な、しかも施工に伴う建設副産物を大幅に削減し、
短工期の施工が行える杭頭接合技術パイルスタッド工法
が開発されました。
　パイルスタッド工法とは、杭頭端部鋼板に接合用鉄筋
としてパイルスタッド（KSW490）をスタッド溶接する
工法です。

パイルスタッド
（KSW490）

（注）：現 国立研究開発法人 建築研究所

本工法に用いるパイルスタッドは、SD345（JIS G 3112）適合品であり、SD345の化学成分
および機械的性質を満足し、かつ優れた溶接性を持つKSW490を使用しています。

※KSW490の機械的性質はSD345の範囲内であるため、設計上はSD345としてご使用ください。
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D19以上：345～435
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D19以上：525～620

D22以下：18以上
D25　　：19以上345～440 490以上
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